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と
こ
ろ
で
、
和
仏
法
律
学
校
の
寄
附
総
額
の
四
七
％
は
仏
学
会
か
ら
引
き
継
が
れ
た
財
産
で
あ
っ
た
（
『
法
政
大
学
八
十
年
史
』
□

九
六
一
年
］
一
七
九
頁
。
以
下
で
は
「
八
十
年
史
」
と
略
称
）
。
仏
学
会
（
辻
新
次
理
事
員
長
）
を
始
め
と
し
て
、
飯
田
宏
作
（
口
絵
写
真
⑧
）
、

富
井
政
章
、
高
木
益
太
郎
、
梅
謙
次
郎
、
古
市
公
威
ら
一
一
三
名
が
寄
附
行
為
者
と
な
っ
て
い
る
。
財
団
法
人
認
可
時
の
財
産
目
録
中
、
貸

方
の
書
籍
七
七
八
円
三
○
銭
（
全
体
の
約
七
％
）
の
内
訳
は
、
蔵
書
が
一
一
一
九
八
冊
で
一
一
一
九
円
八
○
銭
、
払
下
書
籍
が
一
七
九
冊
で
三
五

円
八
○
銭
、
一
一
九
年
度
及
び
一
一
一
○
年
度
分
講
義
録
が
一
一
一
六
○
三
五
冊
で
六
一
一
一
円
七
○
銭
と
な
っ
て
い
る
（
「
八
十
年
史
」
’
九
○
頁
以
下
）
。

治
大
学
百
年
史
』
五
三
九
頁
）
。

通
じ
て
文
部
省
の
書
類
審
査
を
パ
ス
す
る
だ
け
の
組
織
形
態
を
設
置
」
（
『
明
治
大
学
百
年
史
第
三
巻
通
史
編
Ｉ
』
［
一
九
九
一
一
年
］
五
三
九

頁
。
以
下
「
明
治
大
学
百
年
史
』
と
略
称
す
る
）
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
同
年
三
月
一
七
日
、
財
団
法
人
設
立
願
を
東
京
府
知
事

に
提
出
し
（
明
治
一
一
一
一
年
九
月
の
文
部
省
令
一
九
号
参
照
）
、
同
月
二
四
日
認
可
を
受
け
た
。
ち
な
み
に
、
早
稲
田
大
学
は
同
年
一
一
一
月

に
社
団
法
人
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。
上
記
財
団
法
人
認
可
の
際
の
文
部
省
の
（
学
校
の
土
地
・
建
物
の
所
有
権
の
帰
属
に
関
す
る
）
審

査
は
か
な
り
厳
し
い
よ
う
で
、
明
治
大
学
は
、
法
政
、
早
稲
田
に
遅
れ
て
明
治
三
八
年
に
よ
う
や
く
財
団
法
人
の
認
可
を
受
け
た
（
「
明

明
治
三
一
年
七
月
一
六
日
に
施
行
さ
れ
た
明
治
民
法
に
従
っ
て
、
和
仏
法
律
学
校
は
、
「
学
校
基
本
財
産
が
独
立
し
、
地
方
長
官
を

第
二
章
図
書
閲
覧
室
の
開
室

「
和
仏
法
律
学
校
の
財
団
法
人
化
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和
仏
法
律
学
校
を
財
団
法
人
化
す
る
作
業
は
、
学
監
の
飯
田
宏
作
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
。
明
治
三
一
年
四
月
六
口
に
、
東
京

府
知
事
宛
に
「
是
迄
、
大
島
誠
治
、
辻
謙
之
助
、
薩
唾
正
邦
、
設
立
者
二
有
之
候
処
、
自
今
、
右
設
立
者
ヲ
法
学
博
士
梅
謙
次
郎
一
一

変
更
致
度
」
と
い
う
「
設
立
者
変
更
願
」
を
出
し
て
、
認
め
ら
れ
て
い
る
（
「
百
年
史
」
’
四
六
頁
以
下
）
。
こ
の
う
ち
、
大
島
、
辻
は

東
京
仏
学
校
関
係
者
で
あ
る
。
薩
唾
は
、
明
治
二
一
年
主
幹
を
辞
任
し
、
一
一
年
後
京
都
で
第
一
一
一
高
等
中
学
校
法
学
部
に
職
を
得
た
後

も
、
書
類
上
は
東
京
法
学
校
の
設
立
者
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

財
団
法
人
と
な
っ
て
、
理
事
（
三
名
）
、
維
持
員
会
、
監
事
の
制
度
も
整
い
、
法
人
機
構
は
ほ
ぼ
完
備
す
る
に
至
っ
た
。
梅
が
専
任

理
事
及
び
校
長
に
就
任
し
、
和
仏
法
律
学
校
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。
後
述
の
高
等
科
設
置
、
随
意
科
と
し
て
の
英
・
仏
・
独
の

語
学
科
設
置
（
明
治
一
一
一
三
年
一
一
月
。
翌
年
に
は
漢
文
科
が
増
設
）
と
い
う
よ
う
に
、
梅
体
制
下
で
の
諸
改
革
が
徐
々
に
実
を
結
び
、
明

治
一
一
一
五
年
か
ら
一
一
一
七
年
に
卒
業
者
数
の
増
大
（
第
一
一
の
ピ
ー
ク
。
最
初
は
明
治
一
一
一
一
年
と
一
一
三
年
だ
っ
た
）
と
い
う
形
で
現
れ
た
。

『
百
年
史
」
で
は
、
梅
の
改
革
の
大
き
な
意
義
と
し
て
、
校
友
会
と
の
関
係
の
緊
密
化
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
五
一
頁
以
下
。
す

で
に
、
明
治
二
五
年
前
後
の
法
典
論
争
の
時
に
、
梅
ら
講
師
と
校
友
達
が
共
同
し
て
旧
民
法
の
即
時
施
行
を
唱
え
る
「
断
行
派
」
の
立
場
で
運
動

し
た
、
と
い
う
実
績
が
あ
っ
た
こ
と
は
み
の
が
せ
な
い
）
。
財
団
辿

ま
た
、
’
一
三
年
七
月
以
来
各
地
に
で
き
た
校
友
会
支
部
に
、

鑓
鶴

か
せ
な
い
）
。
財
団
法
人
に
な
っ
た
時
の
三
人
の
理
事
の
一
人
に
校
友
の
山
田
東
次
が
な
り
、

仁
校
友
会
支
部
に
、
梅
校
長
以
下
教
員
・
校
友
が
出
張
し
、
講
談
会
・
懇
親
会
に
出
席
し
、

交
流
を
深
め
て
い
る
。
明
治
一
一
一
一
一
年
二
月
に
創
刊
さ
れ
た
「
法
学
志
林
」
（
以
下
「
志

号
林
」
と
略
称
）
も
、
校
友
の
信
岡
雄
四
郎
（
口
絵
写
真
⑨
、
後
述
五
参
照
）
が
主
唱
者
の
一

第赫
人
で
あ
り
（
か
つ
、
命
名
者
で
も
あ
る
と
い
う
）
、
校
友
・
佐
々
木
茂
三
郎
（
二
一
一
年
卒
。

艀
弁
護
主
ら
と
と
も
に
数
年
間
編
集
を
担
当
し
、
同
誌
の
基
礎
を
作
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
編
輯
委
員
を
補
助
す
る
編
輯
部
主
任
に
は
、
一
一
八
年
卒
の
小
田
幹
治
郎
が
就
任

3０ 

Hosei University Repository



あ
る
（
李
英
美
『
韓
国
司
法
制
度
と
梅
謙
次
郎
』

校
友
会
と
の
関
係
の
緊
密
化
の
手
始
め
に
、

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
小
田
は
、
そ
の
後
梅
に
従
っ
て
朝
鮮
で
の
立
法
作
業
に
従
事
し
、
梅
が
企
画
し
た
「
慣
習
調
査
」
を
梅
の

没
後
ま
と
め
上
げ
（
「
慣
習
調
査
報
告
書
」
□
九
一
○
年
］
）
、
朝
鮮
総
督
府
に
お
け
る
「
朝
鮮
旧
慣
の
権
威
者
」
と
い
わ
れ
た
人
物
で

二
、
校
友
会
主
導
の
図
書
閲
覧
室
の
開
室

校友会録事

い
て
は
、
「
校
友
会
録
事
自
明
治
三
十
年
至
同
三
十
五
年
』
に
よ
る
）
。
そ
し
て
、
吉
田
佐
一
郎
、

飯
田
宏
作
、
辻
新
次
、
掛
下
重
次
郎
、
富
井
政
章
ら
三
五
名
に
委
員
を
委
嘱
し
た
。
四
月
一
一
一

日
、
調
査
委
員
会
が
開
か
れ
、
梅
、
吉
田
ら
一
二
名
が
出
席
し
て
議
論
し
、
六
嘉
秀
孝
、
信
岡

雄
四
郎
、
原
夫
次
郎
、
矢
野
芳
弘
、
上
野
政
雄
を
校
友
会
に
報
告
す
る
た
め
の
起
案
委
員
に
選

出
し
た
。
’
四
曰
、
’
七
曰
と
議
論
の
上
、
二
○
日
委
員
総
会
（
上
記
四
○
名
の
委
員
か
ら
な
る
）

で
、
二
八
日
校
友
臨
時
大
会
を
開
く
こ
と
を
決
議
し
た
。

そ
の
大
会
で
、
図
書
室
の
設
置
が
決
議
さ
れ
た
。
そ
の
際
決
め
ら
れ
た
「
図
書
閲
覧
室
設
定

規
定
」
中
、
主
な
も
の
を
引
用
し
て
お
こ
う
（
志
林
一
号
）
。

明
治
一
一
一
一
一
年
三
月
一
一
六
日
、
春
季
校
友
大
会
で
吉
田
佐
一
郎
ほ
か
五
名
に
よ
る
図
書

閲
覧
室
創
立
の
建
議
案
が
出
さ
れ
た
。
「
甲
論
乙
駁
議
論
ノ
」
末
、
委
員
会
を
設
け
て
「
閲
覧
部

設
置
並
一
一
図
書
購
入
費
等
ノ
調
査
」
を
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
（
以
下
の
校
友
会
の
動
向
に
つ

［
法
政
大
学
出
版
局
、
二
○
○
五
年
］
参
照
）
。

校
友
会
か
ら
図
書
閲
覧
室
の
設
置
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
。
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を
決
め
た
。
こ
の
図
書
室
委
員
の
互
選
で
、
専
務
委
員
に
選
出
さ
れ
た
梅
、
吉
田
、
佐
々
木
、
矢
野
、
今
井
萬
吉
の
も
と
で
、
寄
付

金
集
め
等
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
、
一
二
月
六
日
の
秋
期
総
会
で
、
去
る
一
一
月
一
日
か
ら
図
書
閲
覧
室
を
開
室
し
た

こ
と
、
寄
付
金
申
込
高
七
五
○
円
、
実
際
に
支
払
わ
れ
た
金
額
（
収
入
金
）
は
一
一
七
二
円
、
書
籍
の
寄
贈
は
六
○
冊
で
あ
る
こ
と
が
、

報
告
さ
れ
た
（
校
友
録
示
）
。
た
だ
し
、
こ
の
閲
覧
室
は
、
わ
ず
か
一
ヶ
月
程
度
で
（
内
装
な
ど
を
）
整
備
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た

こ
と
に
注
意
を
す
べ
き
で
あ
る
（
志
林
一
号
。
そ
の
当
時
の
学
校
の
敷
地
は
三
一
五
坪
で
、
建
坪
は
二
階
建
の
一
一
五
五
坪
だ
っ
た
。
酒
井
（
一
一
）

二
本
校
ハ
係
員
ノ
手
当
及
上
備
付
器
具
、
｜
居
室
其
他
室
務
二
要
ス
ル
費
用
ヲ
支
出
ス
ヘ
シ

さ
ら
に
、
図
書
閲
覧
室
設
置
委
員
四
○
名
が
選
出
さ
れ
、
早
速
五
月
五
日
に
開
か
れ
た
図
書
室
委
員
会
で
、

｜
寄
付
金
は
最
低
額
を
一
円
と
す
る
こ
と
、

一
六
六
頁
参
照
）
。

前
記
図
書
「
閲
覧
室
設
定
規
定
」
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
図
書
に
関
す
る
係
員
の
配
置
で
あ
る
（
六
条
二
号
）
。
図
書
閲
覧
室
が
開

第
一
項
委
員
会

第
一
条
校
友
会
一
一
委
員
会
ヲ

第
二
項
資
本
募
集
及
寄
附

第
四
条
会
員
ノ
寄
附
金
及
上

第
五
条
寄
附
金
ハ
即
時
又
ハ

第
六
条
既
集
ノ
図
書
ハ
随
時

年
賦
最
長
期
を
三
年
と
す
る
こ
と

会
員
ノ
寄
附
金
及
上
書
籍
寄
贈
等
ノ
方
法
一
一
依
り
閲
覧
室
一
一
備
フ
ヘ
キ
図
書
ヲ
集
ム

寄
附
金
ハ
即
時
又
ハ
月
賦
年
賦
ノ
方
法
一
一
依
り
納
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

既
集
ノ
図
書
ハ
随
時
左
ノ
条
件
ヲ
以
テ
之
ヲ
本
校
二
寄
附
ス

委
員
会

校
友
会
一
一
委
員
会
ヲ
設
ケ
本
規
定
ノ
施
行
及
上
図
書
閲
覧
室
事
務
ノ
監
督
ヲ
為
ス
（
二
項
、
一
一
｜
項
は
省
略
）

本
校
校
友
及
上
生
徒
一
一
限
り
図
書
ノ
閲
覧
ヲ
許
ス
コ
ト
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全
』
ほ
か
和
書
一
一
一
六
種
一
一
一
五
六
冊
を
ま
と
め
て
寄
付
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
志
林
七
号
［
明
治
三
一
一
一
年
］
）
。

「
志
林
」
に
は
、
｜
｜
号
（
明
治
三
一
一
年
一
一
一
月
発
行
）
か
ら
「
図
書
閲
覧
室
資
金
寄
附
者
氏
名
」
が
掲
載
さ
れ
は
じ
め
た
。
一
一
一
六
号

（
明
治
三
五
年
）
か
ら
は
「
図
書
室
寄
贈
書
目
」
と
題
し
て
図
書
閲
覧
室
が
受
け
入
れ
た
書
籍
・
雑
誌
名
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
「
図
書
購
入
資
金
寄
附
者
名
」
も
こ
れ
も
並
ん
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
四
九
号
［
三
六
年
］
’
○
五
頁

参
照
）
。
初
期
の
頃
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
富
井
政
章
が
「
□
『
・
耳
○
三
一
ざ
二
一
・
『
」
ほ
か
洋
書
一
一
一
一
一
五
種
一
一
一
四
四
冊
、
「
法
規
分
類
大

室
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
学
校
が
図
書
に
関
す
る
係
員
を
配
置
し
、
図
書
の
管
理
を
お
こ
な
い
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ

う
。
備
付
器
具
が
書
棚
の
ほ
か
、
検
索
カ
ー
ド
・
箱
な
ど
を
指
す
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
だ
け
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
れ
に
関
す

る
資
料
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

＄ 

鯛醐i鑿毫i雲11遥

iニテ蟇ii雲i蕊聯

|： 

帝国教育会付属書籍館地図
照
）
。
和
仏
法
律
学
校
の
学
生
た
ち
も
よ
く
利
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
大
日
本
教

育
会
付
属
書
籍
館
と
の
関
連
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
同
書
籍
館
が
一
○
年
を
期
限

と
し
て
東
京
図
書
館
か
ら
借
り
出
し
て
い
た
図
書
に
対
し
て
、
文
部
省
が
返
還
を

要
求
し
た
の
だ
が
、
そ
の
返
還
請
求
の
直
後
に
前
記
校
友
大
会
が
開
か
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
’
’
’
二
年
六
月
に
は
和
仏
法
律
学
校
内
に
高
等
科
が
設
置

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
校
や
他
校
の
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
各
種
試
験
の
準
備
コ
ー

ス
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
教
室
の
ほ
か
、
図
書
室
が
必
要
に
な
っ
た
と
い
う
見

方
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
日
本
教
育
会
長
の
辻
新
次
や
和
仏
法
律
学
校
の
商
議
員

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
、
図
書
閲
覧
室
が
議
題
に
上
り
、
早
急
な
実
施

を
見
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
酒
井
（
二
）
一
六
一
一
頁
以
下
参
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資
料
か
ら
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
閲
覧
室
が
開
室
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
閲
覧
規
則
な
ど
も
東
京
仏
学
校
規
則
の
伝
統
を
受
け

統
継
い
で
整
備
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
以
降
も
図
書
が
増
え
続
け
て
い
き
、
図
書
の
分
類
・
整
理
が
当
然

必
要
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
資
料
も
一
切
見
あ
た
ら
な
い
。
分
類
は
、
本
学
独
自
の
ル
ー
ル
が
制
定
さ

明
治
三
五
年
一
一
一
月
頃
の
第
一
講
堂
と
図
書
閲
覧
室
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
記
事
が
「
志
林
」
に
載
っ
て
い
る
（
一
一
九

号
一
○
一
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
同
年
の
三
月
一
六
日
午
後
一
時
か
ら
第
一
講
堂
で
講
談
会
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
近
来
ま
れ
に
見
る
盛
会

で
、
「
聴
衆
は
講
堂
に
充
溢
し
図
書
閲
覧
室
を
開
通
し
た
る
も
尚
狭
院
を
感
し
一
時
四
十
分
に
は
「
満
員
一
一
付
キ
入
場
謝
絶
」
の
掲
示

を
出
す
の
已
む
こ
と
を
得
さ
る
に
至
れ
り
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
曰
の
講
談
会
で
は
、
寺
尾
亨
、
富
谷
鉄
太
郎
、
古
賀
廉
造
と

で
あ
っ
た
大
島
誠
治
ら
は
、
同
年
一
一
月
公
布
の
図
書
館
令
（
我
が
国
で
初
め
て
の
図
書
館
法
規
だ
が
、
図
書
館
の
目
的
、
使
命
は
明
確
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
公
立
図
書
館
で
も
閲
覧
料
の
徴
収
を
認
め
て
い
る
。
佐
藤
政
孝
「
図
書
館
発
達
史
」
［
み
ず
う
み
書
房
、
一
九
八
六
年
］
二
○

一
頁
以
下
参
照
）
を
作
成
し
た
田
中
稲
城
（
帝
国
図
書
館
長
）
と
以
前
か
ら
こ
れ
に
関
す
る
意
見
を
交
換
し
て
お
り
、
図
書
館
に
関
す

る
情
報
を
得
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
○
年
代
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
日
本
の
社
会
に
、
近
代
的

な
図
書
館
設
置
の
運
動
の
機
が
熟
し
て
き
た
こ
と
も
、
本
学
の
図
書
室
設
置
に
影
響
が
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

寄
付
金
、
図
書
の
寄
贈
は
明
治
三
一
一
年
以
降
も
続
い
た
。
一
一
年
後
の
一
一
一
四
年
に
は
、
（
以
下
の
数
字
は
前
回
報
告
後
の
も
の
だ
と
い
う

が
、
「
前
回
」
と
は
、
い
つ
の
校
友
大
会
を
指
す
の
か
は
不
明
）
寄
付
金
申
込
額
八
○
五
円
（
う
ち
収
入
金
は
三
○
五
円
五
○
銭
）
、
寄
贈
書
籍

は
一
一
七
八
冊
、
購
入
書
籍
代
金
は
一
七
八
円
八
銭
と
な
る
（
同
年
五
月
二
六
日
校
友
会
春
期
大
会
報
告
）
。
同
年
八
月
ま
で
に
、
寄
付

金
総
額
は
一
五
三
一
一
一
円
、
寄
付
書
籍
は
一
一
一
一
一
八
冊
に
達
し
た
（
『
法
政
大
学
参
拾
年
史
」
［
一
九
○
九
年
］
九
○
頁
。
以
下
「
参
拾
年
史
』

れ
る
大
正
後
期
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
略
称
）
。
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さ
て
、
学
則
に
図
書
閲
覧
規
則
が
定
め
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
専
門
学
校
令
に
付
属
し
て
規
定
さ
れ
た
「
公

立
私
立
専
門
学
校
規
定
」
（
明
治
一
一
一
六
年
。
文
部
省
令
第
一
一
一
一
号
）
の
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
（
志
林
臨
時
増
刊
四
八
号
六
二
頁
以
下
）
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
第
二
条
に
は
「
専
門
学
校
ハ
校
地
、
校
舎
、
校
具
其
ノ
他
必
要
ノ
設
備
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
「
校
具
」
と
は
、
「
教
授
上
必

要
ナ
ル
図
書
、
器
械
、
器
具
、
標
本
、
模
型
等
ト
ス
」
（
五
条
）
。
ま
た
、
第
四
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
校
舎
ニ
ハ
左
ノ
諸
室
ヲ
備
フ
ヘ
シ

巻
四
号
一
二
五
頁
）
。

学
校
で
あ
り
、
正
式
に
大
学
と
認
可
さ
れ
る
の
は
大
正
九
年
の
大
学
令
に
お
い
て
で
あ
る
）
。
学
則
に
閲
覧
規
則
が
定
め
ら
れ
た
。

第
七
条
「
本
大
学
校
友
、
学
生
ハ
図
書
閲
覧
規
則
一
一
従
上
木
大
学
図
書
館
ノ
書
籍
ヲ
閲
覧
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
（
志
林
臨
時
増
刊
四
八

号
、-〆

並
ん
で
、
富
井
政
章
が
「
法
人
ノ
本
性
」
の
講
演
を
し
て
い
る
。

こ
れ
に
基
づ
く
図
書
閲
覧
規
則
の
全
貌
は
不
明
で
あ
る
。
時
代
は
多
少
下
る
が
、
明
治
三
九
年
に
は
図
書
館
開
館
時
間
に
つ
い
て
、

「
本
学
図
書
館
は
四
月
一
日
よ
り
当
分
の
内
午
後
一
時
よ
り
午
後
八
時
ま
て
と
改
正
せ
り
」
と
い
う
資
料
が
残
っ
て
い
る
（
志
林
八

明
治
三
六
年
の
専
門
学
校
令
に
基
づ
き
、
本
学
は
同
年
八
月
和
仏
法
律
学
校
法
政
大
学
と
改
称
し
た
（
法
規
上
は
あ
く
ま
で
も
専
門

事
務
室

教
室

三
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
法
政
大
学
時
代
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明
治
三
六
年
八
月
、
学
生
数
の
増
加
に
よ
り
教
場
が
狭
院
に
な
り
、
従
来
の
校
舎
の
一
裏
手
に
大
講
堂
、
教
場
、
「
図
書
館
、
編
輯
室

等
」
の
増
築
を
始
め
た
。
「
本
校
の
大
学
組
織
と
為
り
た
る
に
付
て
は
」
図
書
「
館
の
規
模
を
一
層
拡
張
し
汎
く
英
、
独
、
仏
其
他
の

諸
国
よ
り
原
書
を
購
入
し
之
を
完
全
と
為
す
の
必
要
あ
ろ
を
以
て
従
来
図
書
館
に
附
属
す
る
約
五
百
冊
の
原
書
の
外
に
本
大
学
校

友
」
の
寄
附
に
よ
り
、
海
外
か
ら
な
る
べ
く
多
数
の
原
書
を
購
入
し
て
「
図
書
館
の
完
備
を
期
せ
ん
」
と
す
る
計
画
が
あ
り
（
志
林

四
七
号
）
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
同
年
一
二
月
六
日
、
校
友
会
総
会
で
審
議
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
洋
書
購
入
寄
付
募
集
の
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
は
、
校
友
会
役
員
会
に
一
任
さ
れ
た
（
志
林
五
一
号
）
。
そ
し
て
、
四
○
名
の
図
書
委
員
が
選
定
さ
れ
た
（
志
林
五
二

号
）
。
三
七
年
一
一
月
一
一
一
日
に
図
書
委
員
会
を
開
き
、
専
務
委
員
と
し
て
井
田
忠
信
、
六
嘉
秀
孝
ら
五
名
を
選
出
し
た
。
同
月
一
一
○
日
、

校
友
会
長
梅
謙
次
郎
、
校
友
会
幹
事
吉
田
佐
一
郎
、
専
務
委
員
中
の
六
嘉
ら
三
名
の
計
五
名
が
集
ま
り
、
寄
付
金
募
集
の
方
法
等
が

検
討
さ
れ
た
（
志
林
五
四
号
）
。
図
書
専
務
委
員
会
は
、
目
標
金
額
約
三
○
○
○
円
を
各
支
部
校
友
に
割
り
当
て
て
、
支
部
長
に
募
集
・

徴
収
を
依
頼
し
た
（
同
年
三
月
の
校
友
会
春
季
大
会
で
こ
の
寄
付
金
募
集
の
件
が
報
告
さ
れ
た
。
同
年
の
校
友
会
録
事
）
。
校
友
会
東

京
支
部
で
は
、
三
七
年
九
月
末
に
募
金
額
一
七
九
八
円
五
○
銭
と
な
り
（
さ
ら
に
一
○
月
に
入
り
、
新
た
に
七
八
円
の
申
込
が
あ
っ
た
）
、

予
定
額
（
一
三
五
○
円
）
を
超
過
し
た
と
し
て
、
募
金
委
員
の
任
務
を
解
い
た
（
一
○
月
。
志
林
六
四
号
）
。
曰
露
戦
争
の
さ
な
か
に
も

一
一
一
其
他
必
要
ナ
ル
実
験
室
、
実
習
室
、
研
究
室
、
図
書
室
、
…
…
等
ノ
諸
室
」

さ
ら
に
、
備
え
付
け
る
べ
き
表
簿
と
し
て
、
二
学
則
、
日
課
、
教
科
用
図
書
配
当
表
」
や
「
五
資
産
原
簿
、
出
納
簿
、
経
費
ノ

予
算
決
算
一
一
関
ス
ル
帳
簿
」
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
六
条
一
項
）
。

ま
た
、
大
学
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に
学
科
課
程
が
改
正
さ
れ
た
（
学
則
第
三
条
、
英
独
仏
の
外
国
法
の
授
業
）
た
め
、
仏
語
だ
け

で
は
な
く
英
独
の
外
書
の
購
入
も
必
要
と
な
っ
た
（
「
法
政
大
学
摘
要
」
志
林
臨
時
増
刊
四
八
号
八
頁
参
照
）
。

こ
の
ほ
か
、
図
書
館
に
関
係
す
る
出
来
事
を
紹
介
し
て
お
く
。
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な
お
、
「
志
林
」
の
記
事
欄
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
「
寄
贈
書
目
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
四
一
一
一
号
（
明
治
三
六
年
五
月
）
か
ら
は
、

毎
回
で
は
な
い
が
内
容
紹
介
も
加
わ
っ
た
。
例
え
ば
、
富
井
政
章
『
民
法
原
論
」
（
第
一
巻
総
論
下
。
有
斐
閣
。
著
者
の
富
井
か
ら
二
冊

寄
贈
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
（
志
林
五
八
号
［
三
七
年
］
’
四
○
頁
）
。

明
治
一
一
一
八
年
の
「
新
入
学
生
二
対
ス
ル
訓
辞
」
（
志
林
七
巻
九
号
）
で
、
梅
総
理
は
、
こ
う
述
べ
る
。
「
図
書
室
モ
本
大
学
ガ
…
…
大

学
ノ
名
称
一
一
改
メ
マ
シ
テ
カ
ラ
、
其
設
備
ニ
ハ
既
―
―
着
手
ヲ
シ
テ
ハ
居
リ
マ
ス
ガ
、
…
…
大
学
部
ノ
人
ガ
少
数
デ
ア
ル
ガ
故
一
一
自
然

遅
遅
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
近
日
一
一
大
ニ
之
ガ
拡
張
ヲ
図
ル
見
込
デ
ア
ル
、
遅
ク
モ
今
学
年
中
ニ
ハ
必
要
ナ
ル
書
籍
ハ
大
概
備

ハ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
ナ
イ
、
就
中
英
語
、
独
逸
語
ノ
書
籍
ナ
ゾ
デ
大
抵
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
具
ハ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
ナ
イ
ト
云
う
コ
ト
一
一
致

シ
マ
ス
ガ
、
ド
ウ
セ
私
立
学
校
デ
何
人
ニ
モ
補
助
ヲ
受
ケ
ナ
イ
学
校
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
一
時
一
一
官
立
学
校
ノ
如
ク
ニ
ハ
出
来
マ
セ

ヌ
、
併
ナ
ガ
ラ
其
カ
ノ
及
ブ
範
囲
二
於
テ
ハ
十
分
ナ
ル
積
リ
デ
ア
リ
マ
ス
、
尚
ホ
諸
君
ノ
中
デ
モ
必
要
ト
認
メ
ラ
レ
テ
、
学
校
デ
買

ウ
テ
図
書
室
二
備
付
ケ
テ
貰
ヒ
タ
イ
ト
云
う
希
望
ノ
書
籍
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
ラ
、
ド
ウ
ゾ
ソ
レ
ハ
事
務
員
ノ
方
一
一
申
出
ヲ
願
ヒ
タ
イ
、

諸
君
ノ
希
望
セ
ラ
ル
ル
書
籍
ハ
必
ズ
直
チ
ニ
買
ウ
ト
云
う
御
約
束
ハ
出
来
マ
セ
ヌ
ガ
、
学
校
一
一
於
テ
如
何
ニ
モ
必
要
ナ
リ
ト
認
メ
タ

モ
ノ
ハ
必
ズ
備
付
ケ
ル
コ
ト
ニ
致
シ
マ
ス
カ
ラ
、
ド
ウ
ゾ
サ
ウ
云
う
コ
ト
一
一
致
シ
タ
イ
」
。
梅
は
、
さ
ら
に
勉
強
方
法
に
も
一
一
一
一
口
及
す
る
。

「
私
ハ
諸
君
二
分
量
ヲ
多
ク
勉
強
ス
ル
コ
ト
ハ
望
マ
ヌ
、
分
量
ハ
少
ク
正
味
ヲ
多
ク
勉
強
シ
テ
蘆
ヒ
タ
イ
、
参
考
書
ヲ
読
ム
モ
宜
イ
、

読
ム
モ
ノ
ハ
十
分
一
一
読
ム
ガ
宜
イ
、
併
ナ
ガ
ラ
学
カ
ノ
進
歩
シ
ナ
イ
間
ハ
多
ク
読
ム
ョ
リ
モ
頭
ヲ
能
ク
働
カ
シ
テ
勉
強
シ
テ
貰
ヒ
タ

イ
」
と
。

拾
年
史
」
九
二
頁
）
。

か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
は
寄
付
者
一
一
五
七
名
、
寄
付
金
額
五
○
八
八
円
五
○
銭
、
和
洋
書
合
計
一
一
四
三
四
冊
が
購
入
で
き
た
（
『
参

「
富
井
博
士
の
民
法
原
論
第
一
巻
総
論
上
冊
の
発
行
せ
ら
れ
て
よ
り
久
し
く
法
曹
社
会
の
褐
望
せ
る
同
書
の
下
冊
は
本
月
一
曰
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明
治
二
一
一
一
年
九
月
か
ら
和
仏
法
律
学
校
・
法
政
大
学
に
深
く
関
与
し
た
梅
謙
次
郎
の
残
し
た
文
書
が
法
政
大
学
図
書
館
に
保
管
さ

れ
て
い
る
。
民
法
・
商
法
の
起
草
資
料
、
著
書
・
論
文
の
原
稿
な
ど
が
和
綴
じ
さ
れ
た
七
○
冊
の
も
の
を
梅
文
書
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
図
書
館
に
は
、
梅
の
司
法
省
法
学
校
時
代
、
リ
ヨ
ン
・
ベ
ル
リ
ン
留
学
時
代
の
各
ノ
ー
ト
、
さ
ら
に
は
リ
ヨ
ン
大

学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
（
「
□
①
一
四
回
目
の
三
・
口
（
和
解
論
）
」
’
八
八
九
年
）
の
原
稿
ノ
ー
ト
が
合
計
四
一
一
冊
保
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
梅
文
書
は
、
い
か
な
る
経
緯
で
本
学
が
所
蔵
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
以
下
の
受
入
の
経
緯
等
に
つ
い
て
は
、
岡
「
梅
文

書
と
は
な
に
か
」
雑
誌
「
法
政
」
四
九
九
号
［
’
九
九
八
年
］
一
二
頁
以
下
、
後
述
の
「
梅
文
書
目
録
」
中
の
岡
「
解
題
」
に
基
づ
い
て
い
る
）
。

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
な
ら
ば
、
通
常
は
図
書
原
簿
な
ど
に
そ
の
旨
記
載
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
手
が
か
り
は
、
梅
文
書
自
体
に
押

を
寄
贈
し
て
い
る
。

を
以
て
出
版
せ
ら
れ
た
り
本
冊
の
収
む
る
所
は
民
法
中
の
最
も
緊
要
部
分
に
属
す
る
第
一
編
第
四
章
よ
り
第
六
章
に
至
る
箇
条

即
ち
意
思
表
示
、
代
理
、
条
件
、
期
限
、
時
効
等
極
め
て
趣
味
あ
り
且
極
め
て
難
解
の
部
分
に
属
し
而
し
て
博
士
の
最
も
得
意

と
せ
ら
る
る
所
、
之
を
叙
説
す
る
に
明
豐
厳
正
な
る
文
辞
を
以
て
す
其
近
来
の
良
著
た
る
は
多
言
を
要
せ
す
し
て
既
に
定
論
あ

る
所
な
り
左
れ
は
荷
も
法
律
を
学
ひ
若
く
は
之
か
応
用
の
任
に
当
る
者
の
座
右
に
欠
く
へ
か
ら
さ
る
を
疑
は
さ
る
な
り
」

大
正
初
期
ま
で
続
い
た
こ
の
「
寄
贈
書
目
」
は
「
図
書
館
報
」
の
役
割
を
果
た
し
た
、
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
酒
井
（
二
）
一
七
九

頁
）
。
「
寄
贈
書
目
」
で
曰
を
引
く
の
は
、
明
治
四
二
年
九
月
の
「
城
数
馬
君
寄
贈
書
目
」
で
あ
る
（
志
林
一
一
巻
一
○
号
一
○
八
頁
以

下
）
。
大
審
院
の
判
決
録
を
セ
ッ
ト
で
寄
贈
し
て
い
る
ほ
か
、
「
独
逸
帝
国
大
審
院
民
事
訴
訟
法
判
例
」
（
五
冊
）
な
ど
内
外
の
判
例
集

四
、
梅
文
書
に
つ
い
て
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東
大
に
寄
贈
さ
れ
た
蔵
書
・
資
料
は
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
蔵
書
の
一
部
は
現
在
も
な
お
東
大

法
学
部
図
書
室
に
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
同
所
に
あ
る
一
冊
の
図
書
に
は
、
法
政
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
梅
の
蔵
書
の

い
く
つ
か
に
押
印
さ
れ
て
い
る
「
梅
博
士
遺
書
」
の
角
印
と
同
じ
も
の
が
、
大
き
さ
は
異
な
る
も
の
の
（
東
大
の
ほ
う
が
小
さ
い
）
押

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
島
根
県
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
梅
の
蔵
書
と
思
わ
れ
る
書
籍
に
押
さ
れ
て
い
る
「
梅
氏
蔵
書
」
角
印

は
、
本
学
所
蔵
の
梅
の
蔵
書
に
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
で
あ
る
。
こ
の
角
印
は
、
梅
文
書
中
の
い
く
つ
か
の
冊
子
に
も
押
さ

が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
）
、
と
な
っ
て
い
る
。

号
□
九
四
○
年
。
こ
れ
は
梅
の
次
男
震
氏
が
保
管
し
て
い
た
も
の
だ
と
い
う
が
、
撮
影
時
期
は
不
詳
］
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
で
見
る
こ
と

○
巻
一
号
）
に
よ
る
と
、
集
ま
っ
た
寄
付
金
で
遺
族
か
ら
梅
の
蔵
書
を
購
入
し
、
東
京
帝
国
大
学
、
法
政
大
学
、
松
江
図
書
館
（
現
在

は
島
根
県
立
図
書
館
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
）
に
寄
付
し
、
さ
ら
に
は
、
遺
族
か
ら
帝
大
に
寄
贈
さ
れ
た
法
典
起
草
に
関
す
る
資
料
に
つ

い
て
は
穂
積
陳
重
・
重
遠
父
子
が
九
八
冊
二
七
族
に
製
本
・
整
理
し
て
法
科
大
学
列
品
室
に
保
管
し
た
（
「
梅
博
士
遺
事
録
（
第
一
四
回
）
、

（
第
一
七
回
）
、
（
第
一
八
回
）
」
法
律
新
聞
八
五
四
号
、
八
七
五
号
、
八
七
六
号
［
一
九
一
一
一
一
年
］
の
各
二
○
頁
、
さ
ら
に
は
法
律
時
報
一
二
巻
一
一

さ
れ
た
（
「
故
梅
博
士
記
念
資
金
募
集
」
志
林
一
一
一
巻
二
号
［
明
治
四
一
一
一
年
一
一
月
］
）
。
寄
付
金
が
ど
う
使
わ
れ
た
か
を
語
る
記
事
が
あ

こ
の
頃
の
図
書
原
簿
な
ど
は
、
戦
災
に
よ
り
焼
失
し
た
の
か
、
す
で
に
失
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
昭
和
四
年
」
と
い
う
日
付
の
意
味

す
ら
確
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
こ
ろ
図
書
館
で
受
入
・
整
理
が
完
了
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
実
際
に
受
け
入
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
梅
の
没
後
、
同
僚
、
弟
子
な
ど
が
中
心
と
な
り
募
金
活
動
が
な

さ
れ
て
い
る
寄
贈
印
（
「
昭
和
四
年
四
月
二
十
五
日
梅
謙
次
郎
氏
寄
贈
」
）
で
あ
る
。
梅
は
、
初
代
総
理
の
ま
ま
、
韓
国
の
京
城
（
現
在
の

ソ
ウ
ル
）
で
立
法
活
動
に
従
事
中
に
、
明
治
四
三
年
八
月
一
一
五
日
突
然
病
死
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
本
人
に
よ
る
寄
贈
で
は
な
い
。

る
。
（
明
治
四
四
年
一
一
一
月
一
四
日
に
開
か
れ
た
「
故
梅
博
士
追
悼
会
」
に
つ
い
て
の
）
「
志
林
」
（
一
一
一
一
巻
一
一
一
号
）
、
「
法
学
協
会
雑
誌
」
（
三

3９ 
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俊
雄
「
梅
文
書
目
録
に
期
待
す
る
」
同
五
○
一
一
号
［
’
九
九
八
年
］
一
八
頁
以
下
、
岡
「
梅
謙
次
郎
文
書
目
録
を
刊
行
し
て
」
同
五
一
九
号
［
二

中
村
哲
也
Ⅱ
岡
「
梅
文
書
の
中
か
ら
」
法
政
五
○
○
号
二
○
頁
以
下
、
山
川
次
郎
「
「
梅
氏
蔵
書
』
を
追
っ
て
」
同
五
○
一
号
二
四
頁
以
下
、
広
中

れ
て
い
る
。
し
か
も
、
島
根
県
立
図
書
館
の
図
書
原
簿
に
は
、
明
治
四
四
年
一
二
月
一
日
付
の
受
入
曰
の
記
録
が
あ
り
、
ま
た
現
存

す
る
図
書
の
表
紙
裏
に
「
若
槻
禮
次
郎
君
外
三
名
寄
贈
」
の
押
印
が
見
ら
れ
る
。
以
上
の
点
か
ら
見
て
、
梅
文
書
は
、
蔵
書
購
入
の

際
に
遺
族
か
ら
上
記
募
金
の
実
施
グ
ル
ー
プ
を
通
し
て
法
政
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

梅
文
書
に
関
し
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
一
九
三
○
年
四
月
一
曰
か
ら
一
週
間
、
松
屋
で
お
こ
な
わ
れ
た
展
示
会
に
、
和
綴

じ
の
本
の
い
く
つ
か
を
出
品
し
た
旨
の
記
事
（
「
六
大
学
文
献
展
覧
会
出
品
目
録
（
控
）
」
）
、
お
よ
び
、
図
書
原
簿
等
の
滅
失
の
た
め
と
思

わ
れ
る
が
、
図
書
館
が
戦
後
現
物
と
一
点
ず
つ
照
合
し
な
が
ら
整
理
し
た
「
分
類
簿
」
の
み
が
本
学
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
梅
文
書
の
内
容
を
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
関
係
で
分
類
記
号
に
も
言
及
す
る
。
こ
れ
は
第
三
章
で
検
討
さ

れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
法
政
大
学
図
書
館
で
は
、
昭
和
初
期
に
そ
れ
以
前
の
八
門
分
類
法
、
九
門
分
類
法
を
経
て
「
和
漢
書
分
類
表
」

（
旧
分
類
。
例
え
ば
Ｌ
は
法
律
）
が
確
定
し
た
よ
う
で
あ
る
（
第
三
章
三
第
四
章
六
参
照
）
。
梅
文
書
に
付
さ
れ
て
い
る
分
類
記
号
は
Ａ
肋

ま
た
は
Ａ
比
で
、
こ
の
記
号
中
Ａ
は
「
総
記
・
雑
書
」
、
５
は
「
稀
親
書
・
古
書
」
、
ａ
は
「
写
本
・
手
拓
本
」
を
表
わ
し
、
Ａ
舵
は

「
そ
の
他
」
を
表
わ
す
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
梅
文
書
は
、
上
記
の
分
類
記
号
に
一
連
番
号
を
付
し
た
図
書
館
請
求
記
号
が
Ａ
、

／
１
～
Ａ
肋
／
胡
（
Ａ
宛
／
８
を
除
く
）
、
Ａ
陀
へ
田
、
Ａ
比
／
４
～
Ａ
記
／
ｇ
と
な
っ
て
い
る
冊
子
を
指
す
。
図
書
館
で
は
、
こ

の
よ
う
な
記
号
を
つ
け
た
だ
け
で
長
年
保
管
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ど
の
冊
子
に
な
に
が
綴
ら
れ
て
い
る
か
が
二
つ
の
冊
子
に
数
十

の
文
書
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
通
し
頁
が
な
い
）
こ
れ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
四
年
の
年
月
を
か
け
て
梅
文
書
研
究
会

編
『
法
政
大
学
図
書
館
所
蔵
梅
謙
次
郎
文
書
目
録
」
（
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
記
念
現
代
法
研
究
所
、
二
○
○
○
年
）
が
作
成
さ
れ
た
（
こ

の
目
録
作
成
の
作
業
か
ら
得
た
こ
と
を
梅
文
書
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
が
「
法
政
」
に
執
筆
し
て
い
る
。
上
述
の
岡
「
梅
文
書
と
は
何
か
」
の
ほ
か
、
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史
』
一
三
八
頁
注
（
冊
）
）
。
こ
の
一
一
人
が
梅
を
支
え
て
本
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
梅
の
死
（
明
治
四
一
一
一
年
）

梅
の
学
校
経
営
を
支
え
る
二
人
の
協
力
者
が
い
た
。
飯
田
宏
作
と
信
岡
雄
四
郎
で
あ
る
。
飯
田
は
、
司
法
省
法
学
校
第
二
期
生
と

し
て
梅
の
同
級
生
で
あ
り
、
卒
業
後
検
事
・
判
事
を
歴
任
し
、
明
治
二
六
年
来
弁
護
士
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に

「
法
学
志
林
」
の
命
名
者
で
も
あ
る
信
岡
は
、
明
治
二
一
年
に
首
席
で
東
京
法
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
。
日
刊
平
民
新
聞
が
社
会
主

義
運
動
に
対
す
る
弾
圧
事
件
で
無
料
弁
護
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
一
二
名
の
弁
護
士
に
対
し
て
、
感
謝
の
広
告
を
出
し
た
こ
と
が
あ

り
（
’
’
九
号
。
明
治
四
○
年
二
月
一
一
○
日
）
、
そ
の
中
に
、
花
井
卓
蔵
、
今
村
力
一
一
一
郎
ら
と
並
ん
で
信
岡
の
名
も
見
え
る
と
い
う
（
『
百
年

明
治
三
六
年
八
月
に
法
政
大
学
と
改
称
し
た
本
学
で
は
、
図
書
閲
覧
室
も
拡
張
さ
れ
、
図
書
も
こ
れ
ま
で
の
東
京
法
学
校
時
代
の

も
の
や
東
京
仏
学
校
時
代
の
も
の
に
加
え
て
、
主
と
し
て
校
友
か
ら
の
寄
付
金
で
さ
ら
に
購
入
す
る
か
た
わ
ら
、
寄
贈
書
も
着
実
に

増
え
て
き
た
。
本
学
図
書
館
所
蔵
資
料
中
の
重
要
な
財
産
を
な
す
梅
文
書
も
明
治
末
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
閲
覧
規
則
も
、

未
だ
発
見
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
大
学
へ
の
改
称
時
の
学
則
で
言
及
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
基
本
的
な
事
柄
に
つ
い

て
は
そ
の
こ
ろ
に
は
整
備
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
初
代
総
理
の
梅
が
死
亡
し
て
、
本
学
の
明
治
時
代
が
終
わ
る
。

号
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
図
書
請
求
記
号
と
の
関
連
性
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
右
「
目
録
」
伽
頁
参
照
）
。

○
○
○
年
］
二
○
頁
以
下
参
照
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
上
記
梅
文
書
は
、
内
容
か
ら
分
類
し
て
、
第
一
部
門
「
立
法
関
係
文
書
」
、
第
二
部

門
「
著
作
原
稿
・
意
見
書
・
講
義
備
忘
録
等
」
、
第
三
部
門
「
韓
国
立
法
起
案
関
係
文
書
」
、
第
四
部
門
「
そ
の
他
」
の
四
部
門
に
分

け
ら
れ
、
各
部
門
の
中
で
は
資
料
は
図
書
請
求
記
号
順
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
な
お
、
各
冊
子
に
は
、
文
書
の
同
一
性
を
示
す
登
録
番

五
、
ま
と
め
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っ
た
。
梅
路
線
の
継
承
者
の
中
心
が
す
べ
て
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
露
戦
争
後
は
、
立
身
型
の
「
法
律
青
年
」
に
代
わ
っ
て
「
教
養
青
年
」
や
「
実
業
青
年
」
が
台
頭
し
て
き
た
。
「
百
年
史
』

を
引
用
し
て
お
こ
う
二
五
四
頁
以
下
）
。
専
門
学
校
令
施
行
後
急
増
し
た
多
く
の
専
門
学
校
も
、
商
学
や
文
学
を
中
心
に
発
展
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
法
政
大
学
も
明
治
一
一
一
七
年
に
は
実
業
科
を
設
置
し
た
が
、
遅
き
に
失
し
た
感
は
否
め
な
い
。
他
方
で
、
法
学
教

育
に
求
め
ら
れ
る
も
の
も
、
も
は
や
「
国
家
試
験
合
格
に
必
要
な
『
法
技
術
」
で
は
な
く
、
「
近
代
的
教
養
と
し
て
の
『
法
知
識
』

そ
れ
は
と
も
か
く
、
梅
の
没
後
数
年
間
の
学
長
空
白
期
を
経
て
、
松
室
致
が
大
正
二
年
に
第
二
代
学
長
（
「
総
理
」
を
「
学
長
」
と
改

称
）
に
就
任
し
た
。
寄
贈
図
書
は
着
実
に
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
保
管
場
所
お
よ
び
閲
覧
室
の
充
実
、
さ
ら
に
は
、
図
書
整
理
の

た
め
の
分
類
の
必
要
性
が
、
法
政
大
学
で
も
い
よ
い
よ
現
実
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

の
習
得
と
な
ら
ざ
る
を
」
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
、
と
。

の
前
後
に
相
次
い
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
飯
田
は
大
正
元
年
、
信
岡
は
明
治
四
二
年
）
。
こ
れ
は
本
学
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
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